
 

 

第 147回山口県医師会生涯研修セミナー 
平成 29年度山口県医師会勤務医部会総会 

専門医共通講習会、日本医師会産業医研修会、日本医師会生涯教育講座 

 

【専門医共通講習―②感染対策（必修）】：２単位（基調講演・シンポジウムのみ） 
日本医師会認定産業医制度 基礎研修：後期１単位、生涯専門：後期１単位（特別講演２のみ） 

 

日 時  平成３０年２月１８日（日）10：00～15：30 

場 所  山口県総合保健会館 ２階 多目的ホール 

（山口市吉敷下東三丁目１番１号） 
 

【日 程】 

〇10:00     開会 

〇10:00～11:00 特別講演１ 

食物アレルギーについて ～予防と対策～ 

山口大学大学院医学系研究科小児科学講座教授 長谷川俊史 

〇11:00～12:00 特別講演２ 

環境・産業中毒の歴史と生物学的モニタリング 

産業医科大学医学部産業衛生学教授 川本俊弘 

〇12:00～13:00 昼食 

〇13:00～13:15 山口県医師会勤務医部会総会 

〇13:15～15:30 シンポジウム 

テーマ「感染対策について」 

13:15～14:15 基調講演 

座 長：山口県環境保健センター長 調  恒明 
薬剤耐性（ＡＭＲ）対策を地域でどう推進していくか 

国立国際医療研究センター病院副院長 大曲貴夫 
14:15～15:30 シンポジウム 

病院の行っている感染対策について 

座    長：            下関市立市民病院 副院長 吉田順一 
シンポジスト：                                 

周東総合病院  消化器内科 大石俊之 感染管理認定看護師 田中宏荘 

山口赤十字病院 小児科部長 門屋  亮 感染管理認定看護師 神崎多紀子 

山口大学医学部附属病院                         

感染制御部副部長・講師 枝国信貴 感染管理認定看護師 谷岡みゆき 

長門総合病院  副院長   久我貴之 感染管理認定看護師 松田純一 

〇15:30     閉会 

裏面-講師紹介  

【取得できる単位・カリキュラムコード】 

・日本医師会生涯教育制度：４単位 

  特別講演１ CC16（ショック）：１単位、 特別講演２ CC17（急性中毒）：１単位、 

  基調講演・シンポジウム CC08（感染対策）：２単位 

・日本医師会認定産業医制度  基礎研修：後期１単位（特別講演２のみ） 

               生涯専門：後期１単位（特別講演２のみ） 

・日本内科学会認定総合内科専門医の更新：２単位（全日）（申請中） 

・【専門医共通講習―②感染対策（必修）】：２単位（基調講演・シンポジウムのみ）（申請中） 

  専門医共通講習の単位取得には医籍登録番号が必要です。 

※医師資格証をお持ちの方は持参してください。 



 

 

 

 

 

【特別講演１ 長谷川 俊史 先生のご紹介】 

平成３年 山口大学医学部卒業。周東総合病院、関門医療センター、米国サンディエゴ・ラ

ホヤアレルギー免疫研究所、山口大学医学部附属病院 助手、講師、准教授などを経て、平成

29年３月に現職。また、平成 29年４月から同病院総合周産期母子医療センター長を併任。 

日本小児科学会（指導医、専門医、代議員）、日本アレルギー学会（指導医、専門医、代議

員）、日本小児アレルギー学会（理事）など。 

専門分野：アレルギー、感染症、免疫 

 

 

【特別講演２ 川本 俊弘 先生のご紹介】 

昭和 56年 山口大学医学部卒業。山口大学公衆衛生学専攻修了。山口大学、ミシガン州立大

学、カリフォルニア大学デービス校、産業医科大学講師・助教授を経て平成8年～現在衛生

学（現在産業衛生学）講座教授。平成26年～29年産業医科大学医学部長。専門分野は産業衛

生学、環境中毒学、小児環境保健。主に労働環境における生物学的モニタリングの研究に従

事。 

本セミナーでは産業・環境中毒の歴史とともに生物学的モニタリングに関する最新の情報を

提供し、先生方の産業医業務に役立てていただきたい。 

 

 

【基調講演 大曲 貴夫 先生のご紹介】 

平成9年 佐賀大学卒業。聖路加国際病院、テキサス大学ヒューストン校、静岡がんセンタ

ーなどを経て、現在、国立国際医療研究センター病院 副院長、総合感染症科科長、国際感

染症センター長、AMR臨床リファレンスセンター長、国際診療部部長、医療教育部門長。 

日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本感染症学会専門医・指導医、日本化学療法学会

抗菌化学療法指導医、ICD制度協議会認定インフェクションコントロールドクター。 

日本感染症学会 評議員、日本臨床微生物学会 理事、日本渡航医学会 理事、日本化学療

法学会 幹事 

 


